
　沖縄県水産試験場は、耐久性大型浮魚礁「ニライ」、当試験場調査船「図南丸」及び、西海区水産研究所との
共同研究で（株）有村産業の定期船フェリー「飛龍21」にご協力いただき、流況や水温を観測しています。
「ニライ」、「図南丸」及び、定期船フェリー「飛龍21」による水温観測の結果、沖縄本島近海域が高水温とな
っていることが分かりました。特に本島近海の「Ｐ-８（北緯25度58分、東経127度42.5分）」において、この
傾向が顕著に観測されましたので報告します。

　図１は 、調査船「図南丸」で 行った Ｐ-８に お け る 海面
か ら水深200ｍまで の 鉛直水温観測結果で す 。

　1997年か ら2001年まで の 各年７月の 状況を比較す る
と、表面か ら水深50ｍまで の 水温は 例年より高くな って
い ます 。これ は 高水温に よる サ ンゴ の 白化が 大きな 問
題とな った 1998年の 水準を上回る も の で す 。
　最近新聞等で 報道され て い る とお り、本年７月沖縄
本島南部で 異常潮位が 観測され て い ます が 、そ の 原

因として 暖水渦が 考えられ ます 。暖水渦とは 暖か い 水
塊の ことで 、人工衛星の 情報か らも 、この 暖水渦が 沖
縄本島南東海域か ら西に 移動して い る ことが 分か りま
す 。

　図２は、Ｐ-８における水深10ｍの水温観測結
果を月日順に並べたものです。
　今年の水温は４月及び５月は例年より低かった
のですが、６月以降急激に水温が高くなり、現在
も高水温が続いています。

図１　鉛直水温観測結果
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図２　P-8 水深10mの 水温
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図３ は 、 定期船フ ェ リ ー 「 飛龍21」 で 行っ た Ｓ Ｔ 10（ 宮古島）  図４ は 、 定期船フ ェ リ ー 「 飛龍21」 で 行っ た Ｓ Ｔ 13（ 石垣島）
に お け る 水深６ ｍ の 水温観測結果で す 。 今年の １ 月か ら ６  に お け る 水深６ ｍ の 水温観測結果で す 。 Ｓ Ｔ 13に お い て も
月ま で は 、 例年と 同じ 水準も し く は 例年よ り 水温は 低か っ  Ｓ Ｔ 10と 同様、 今年の １ 月か ら ６ 月ま で は 、 例年と 同じ 水準
た の で す が 、 ６ 月以降水温は 例年を 上回っ て お り 、 1998年  も し く は 例年よ り 水温は 低か っ た の で す が 、 ６ 月以降水温
の 水準と 同等と な っ て い ま す 。  は 例年を 上回っ て お り 、 1998年の 水準と 同等と な っ て い ま

 す 。

　図５は、ニライ12号（石垣島北西）、13号（粟国島北）及び、15号（宮古島北西）における水深４ｍ
の水温観測結果です。宮古島と石垣島の水温は同じように推移していますが、沖縄本島西側の粟国島北
では５月中旬から６月上旬まで比較的低い水温でした。しかし６月中旬以降、水温は徐々に上昇し、現
在高い水準で推移しています。このように、沖縄本島南部（Ｐ-８）だけでなく、沖縄本島西部海域も
高水温であることが分かりました。

　以上のように、今年は全般的に高水温が観測されています。さらに、この水温の推移は、高水温によ
るサンゴの白化が大きな問題となった1998年の水準を上回るのは確実で、1998年同様サンゴの大量白化
が予想されます。既に７月27日現在、各方面からサンゴの白化が観察されたとの報告があります。サン
ゴの白化は魚介類資源の維持と、持続的利用を具体的に担う空間を失うことになります。また高水温は、
魚類養殖においても、容存酸素量の低下、魚体へのストレス、魚病が発生しやすい条件となります。モ
ズク養殖においては、高水温が長引くと天然採苗に影響がでることも考えられます。
　水産業における高水温対策の立案・実施は困難ですが、各個人が現状を認識し、その根本的な原因の
の考察に勤めることが、将来的な改善策につながるものと考えます。
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図３　ST10 水深６ｍの 水温
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図４　ST13 水深６ｍの 水温
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図５　ニライ 号に よる 水温観測結果
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